
都道府県連携拠点医療機関（令和８年１月時点）　

※児童・思春期については、対応可能な最少年齢を記載
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1 豊中市 小曽根病院 ○ ○

2 豊中市 さわ病院 ○ ○ ○ ○ ○

3 吹田市 大阪大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ 10~ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 吹田市 榎坂病院 ○

5 吹田市 大阪市立弘済院付属病院 ○

6 箕面市 箕面神経サナトリウム ○ ○ ○

7 高槻市 光愛病院 ○ 15~

8 高槻市 新阿武山病院 ○ ○ 18~ ○

9 高槻市 大阪医科薬科大学病院 ○ ○ ○ ○ 13~ ○ ○ ○

10 高槻市 高槻病院 ○

11 茨木市 藍野病院 ○ ○ ○

12 茨木市 藍野花園病院 ○

13 茨木市 医療法人紫博会なかむかいクリニック ○ ○

14 守口市 京阪病院 ○ ○

15 守口市 関西医科大学総合医療センター ○ ○ ○ ○ 13~ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 枚方市 大阪府立病院機構大阪精神医療センター ○ ○ 3~ ○ ○ ○ ○ ○

17 枚方市 関西医科大学附属病院 ○ ○ ○

18 寝屋川市 ねや川サナトリウム ○ ○ ○

19 八尾市 八尾こころのホスピタル ○ ○ ○ ○

20 柏原市 国分病院 ○

21 東大阪市 小阪病院 ○ ○

22 東大阪市 医療法人東布施野田クリニック ○

23 東大阪市 市立東大阪医療センター ○ ○

24 富田林市 結のぞみ病院 ○ 13~ ○ ○ ○ ○ ○

25 羽曳野市 丹比荘病院 ○

26 大阪狭山市 近畿大学病院 ○ ○ ○ ○

27 大阪狭山市 大阪さやま病院 ○

28 堺市堺区 浅香山病院 ○ ○ ○ ○ ○

29 堺市堺区 三国丘病院 4~

30 堺市堺区 耳原総合病院 ○ ○

31 堺市中区 阪南病院 ○ ○ 6~ ○ ○ ○

32 堺市美原区 美原病院 ○

33 堺市北区 金岡中央病院 ○

34 岸和田市 久米田病院 ○ ○ ○

35 貝塚市 水間病院 ○

36 和泉市 新生会病院 ○

37 高石市 浜寺病院 ○ ○ ○

38 熊取町 七山病院 ○ ○ ○

大阪市立総合医療センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

（小児医療センター児童青年精神科） 6~ ○

40 大阪市都島区 医療法人 藤井クリニック ○

41 大阪市東淀川区 医療法人新徳会　新居脳神経外科クリニック ○

42 大阪市北区 大阪府済生会中津病院 ○ ○

43 大阪市北区 (医)フォスター生きる育む輝くメンタルクリニック梅田本院 ○

44 大阪市北区 (医)フォスター生きる育む輝くメンタルクリニックNeo梅田茶屋町 ○

45 大阪市北区 医療法人SKY　セブンメンタルクリニック ○

46 大阪市旭区 大阪旭こども病院 ○

47 大阪市福島区 地域医療機能推進機構大阪病院 ○ ○ ○

48 大阪市西区 日本生命病院 ○ ○

49 大阪市大正区 ほくとクリニック病院 ○ ○

50 大阪市天王寺区 大阪赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○

51 大阪市中央区 国立病院機構 大阪医療センター ○ ○

52 大阪市中央区 ゴゥクリニック ○ ○ ○

53 大阪市阿倍野区 大阪公立大学医学部付属病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 大阪市住吉区 大阪府立病院機構大阪急性期・総合医療センター ○
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※都道府県連携拠点医療機関に望まれる機能

都道府県連携拠点として望まれる機能

① クロザピンによる治療が可能

② 修正電気けいれん療法（mECT）が可能

① 認知症治療を専門とする医師等の育成が可能（研修会開催の場合は自院スタッフのみ対象は不可）

② 自院内で高度な検査等（例　 SPECT、MIBG心筋シンチグラフィー、ダットスキャン等）による鑑別診断が可能

児童思春期の精神科入院機能（専用病棟・病床を保有）

修正電気けいれん療法（mECT）が可能

PTSDについての専門的治療を行っており、PTSD治療に関わる医師等の育成が可能
（研修会開催の場合は自院スタッフのみ対象は不可）

・府内の医療機関に対して、専門プログラムの普及とそれに伴う人材育成が可能
・困難事例の入院治療が可能

・医療機関に対して、専門プログラムの普及とそれに伴う人材育成が可能
・困難事例の入院治療が可能

・府内の医療機関に対して、専門プログラムの普及とそれに伴う人材育成が可能

重症例に対応（てんかん重積発作等にも対応等）が可能
※院内の他科（例 救命救急センター、脳神経外科、小児科、内科等）との連携により対応可能な場合も対象と
なります。

高次脳機能障がいの治療や支援にかかわる医師等の育成が可能（研修会開催の場合は自院スタッフのみ対象
は不可）

重篤な身体状態の悪化にも対応可能（BMI15未満に対応可能）・入院治療が可能

DPATとしての役割を持ち、府と連携しての活動が可能

発達障がいの確定診断、疾病教育に関わる医師等スタッフの育成が可能（研修会開催の場合は自院スタッフの
み対象は不可）

・院内の精神科医と産婦人科医が連携しての医療提供が可能
・市町村や保健所等との連携が可能

災害医療

発達障がい（成人）

妊産婦のメンタルヘルス

アルコール依存症

薬物依存症

ギャンブル等依存症

てんかん

高次脳機能障がい
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疾患名
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児童・思春期精神疾患
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